
 

一橋大学における内部質保証に関する基本方針 

 
令和２年 11 月２日 

学 長 裁 定 

 
改正 令和３年５月 19 日 

令和７年２月１日 

 
１ 目的・趣旨 
  この方針は、本学の使命である「日本及び世界の自由で平和な政治経済社会

の構築に資する知的、文化的資産を創造し、その指導的担い手を育成すること」

を達成するため、教育及び研究、組織及び運営、並びに施設及び設備の状況に

ついて継続的に点検・評価し、質の保証を行うとともに、絶えず改善・向上に

取り組むこと（以下「内部質保証」という。）に関する体制、手順等の基本的

な事項を定める。 

 
２ 内部質保証体制 
（１）統括責任者 

ア 内部質保証に関する業務を統括し最終責任を負う者として、統括責 

任者を置く。 
イ 統括責任者は、学長をもって充てる。 

 （２）担当別責任者 
   ア 統括責任者を補佐し、内部質保証に関する業務を実質的に担う者と

して、担当別の内部質保証責任者（以下「担当別責任者」という。）を

置く。 
   イ 担当別責任者は、原則として、副学長をもって充て、各担当は別表１

のとおりとする。 
   ウ 担当別責任者は、統括責任者の指示に基づき、内部質保証に関し必要

な措置を講ずるものとする。 
   エ 担当別責任者は、別表１に定める所掌する委員会等において、内部質

保証を推進する。 

 
３ 内部質保証の手順 
 （１）自己点検・評価 
   ア 統括責任者は、概ね７年に１度、全学的な見地から自己点検・評価を

実施する。 



   イ 前項に定める自己点検・評価は、統括責任者の下、企画・評価室にお

いて行う。 
ウ 担当別責任者は、所掌する委員会等において、継続的に自己点検・評

価を実施する。 
エ 自己点検・評価の実施にあたっては、必要に応じて第三者評価等、他

の評価の結果及び関係者（学生、卒業生（修了生）等）からの意見聴取

の結果を活用する。 
オ 自己点検・評価の項目及びその他必要な事項は、国立大学法人評価委

員会の定める国立大学法人評価に関する実施要領等や、認証評価機関が

定める評価基準等を参考に、担当別責任者が所掌する委員会等において

別途定める。 
 （２）改善・向上 

ア 担当別責任者は、所掌する委員会等において実施した自己点検・評

価の結果を統括責任者へ報告する。 
イ 統括責任者は、自己点検・評価の結果に基づき改善が必要と認めら

れた事項について、担当別責任者へ改善策の検討及び実施計画の策定

を含む必要な措置の実行を指示する。 
ウ 担当別責任者は、前項の指示に基づき所掌する委員会等において必

要な措置を講じ、遅滞なく統括責任者へ報告する。 
   エ 統括責任者は、前項の報告があった場合は、進捗状況を確認するとと

もに、進捗状況に即した対応を行う。 

 
４ その他 
（１）企画・評価室は、毎年度、自己点検・評価の実施状況及び結果を確認す

る。 
（２）自己点検・評価の結果は、原則として、ウェブサイト等を通じて学内外

に公表するものとする。 
（３）内部質保証活動や自己点検・評価の有効性や効率性に配慮し、必要に応

じて本方針の見直しを行う。 

 
    附 則 
  この裁定は、令和２年 11 月２日から施行する。 
    附 則 
  この裁定は、令和３年５月 19 日から施行する。 
    附 則 
  この裁定は、令和７年２月１日から施行する。 



 
別表１ 

区分 担当別責任者 所掌する委員会等 

教育 教育を担当する副学長 教育委員会 

入学者選抜 

教職課程 教職課程専門委員会 

学生支援 学生を担当する副学長 学生委員会 

施設及び設備 財務を担当する副学長 施設マネジメント委員会 

ICT 環境 情報化を担当する副学長 情報基盤センター専門委員会 

附属図書館 図書館を担当する副学長 附属図書館委員会 

 



一橋大学における教育の質保証に関する要項 
 

令和３年２月３日 
教育委員会 

 
改正 令和３年４月 21 日 

令和５年４月５日 
 
１ 趣旨 
  この要項は、一橋大学における内部質保証に関する基本方針に基づく一橋

大学（以下「本学」という。）における教育の質の保証に関する体制や活動に

ついて必要な事項を定める。 
 
２ 対象 
  この要項の対象となる教育研究上の基本組織（以下「基本組織」という。）

及び教育課程は、別表１のとおりとする。 
 
３ 全学的な教育の質保証活動 
（１）本学の教育の質の保証に関する全学的な取組は、各基本組織を統括し、

一橋大学教育委員会（以下「教育委員会」という。）が実施する。 
 （２）本学における教育に関する自己点検・評価のうち、全学的な観点から行

うものについては、教育委員会において実施する。 
 （３）（１）及び（２）に定める事項の実施について必要な事項は、教育委員

会が別途定める。 
 
４ 教育課程ごとの教育の質保証活動 

（１）各基本組織における教育の質の保証に関する取組及び自己点検・評価

の実施は各基本組織が行い、教育委員会へ共有する。 
（２）各基本組織は、前項の取組及び自己点検・評価の実施に必要な体制を

整備する。 
（３）各基本組織は、教育課程ごとに継続的に自己点検・評価を実施する。 
（４）各基本組織は、認証評価機関が定める大学評価基準及び次の事項を参

考に前項の自己点検・評価を行うことを定める。 
   ア 学位授与方針が具体的かつ明確であり、大学の目的に則して定めら

れていること。 
   イ 教育課程方針が、大学の目的及び学位授与方針と整合的であること。 



   ウ 教育課程の編成及び授業科目の内容が、学位授与方針及び教育課程

方針に則して、体系的であり相応しい水準であること。 
   エ 学位授与方針及び教育課程方針に則して、適切な授業形態、学習指導

法が採用されていること。 
   オ 学位授与方針に則して、適切な履修指導、支援が行われていること。 
   カ 教育課程方針に則して、公正な成績評価が厳格かつ客観的に実施さ

れていること。 
   キ 大学等の目的及び学位授与方針に則して、公正な卒業（修了）判定が

実施されていること。 
   ク 大学等の目的及び学位授与方針に則して、授与する学位に相応しい

水準の学習成果が得られていること。   
 （５）その他、教育の質の保証に関する教育課程ごとの取組及び自己点検・評

価の実施について必要な事項は、各基本組織が別途定める。 
 
５ 関係者からの意見聴取 
  教育委員会及び各基本組織は、別表２に掲げる関係者（学生、卒業（修了）

生、卒業（修了）生の主な雇用主等）からの意見聴取を実施し、その結果を自

己点検・評価に活用する。なお、別表２に記載されているもの以外の意見聴

取の実施を妨げない。 
  
６ 改善・向上 
（１）教育委員会及び各基本組織は、自己点検・評価の結果を本学の内部質保

証体制における担当別責任者（以下「担当別責任者」という。）へ報告す

る。 
（２）教育委員会及び各基本組織は、自己点検・評価の結果、改善が必要と認

められた事項について、担当別責任者の指示に基づき必要な措置を講じ、

遅滞なく担当別責任者へ報告する。 
 
７ その他 

この要項の実施にあたって必要な事項は、教育委員会において別途定める。 
 
附 則 

この要項は、令和５年４月５日から施行し、改正後の一橋大学における教育の

質保証に関する要項は、令和５年４月１日から適用する。 
 
 
 



別表１ 
教育研究上の基本組織 教育課程 
商学部 経営学科、商学科 
経済学部 経済学科 
法学部 法律学科 
社会学部 社会学科 
ソーシャル・データサイエンス学部 ソーシャル・データサイエンス学科 
経営管理研究科 経営管理専攻 

国際企業戦略専攻 
国際企業戦略専攻（専門職学位課程） 

経済学研究科 総合経済学専攻 
法学研究科 法学・国際関係専攻 

ビジネスロー専攻 
法務専攻（専門職学位課程） 

社会学研究科 地球社会研究専攻 
総合社会科学専攻 

言語社会研究科 言語社会専攻 
ソーシャル・データサイエンス研究科 ソーシャル・データサイエンス専攻 
国際・公共政策研究部・教育部 国際・公共政策専攻（専門職学位課程） 

 
 
別表２ 
名称 対象 実施時期（頻度） 実施主体 
学生による授業

評価アンケート 
学生（学部生・大

学院生） 
毎年度 教育委員会（森有

礼高等教育国際

流動化機構）、各

基本組織 
「社会から見た

大学教育」コンピ

テンス調査 

卒業（修了）生、

卒業（修了）生の

雇用主等 

概ね６年に１度 教育委員会（森有

礼高等教育国際

流動化機構） 
卒業生に対する

アンケート 
卒業（修了）生 少なくとも２年

に１度 
各基本組織等 

 



一橋大学商学部における教育の質保証に関する要項

制定 令和２年 11月 11日

改正 令和３年 ５月 19日

商学部教授会

１ 趣旨

  この要項は、一橋大学における教育の質保証に関する要項（以下「教育の質

保証要項」という。）に基づく商学部における教育の質の保証に関する体制や

活動について必要な事項を定める。

２ 教育の質保証に係る体制

（１）商学部における教育の質保証の責任者は、学部長とする。

（２）商学部における教育の質保証活動の中核となり、自己点検・評価の実施

及びその結果を踏まえた対応措置・実施計画の策定を行う組織として、商

学部自己評価委員会を置く。

（３）商学部自己評価委員会の組織

① 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。

ア 商学部長

イ 商学部を担当する教育研究評議員（前号に掲げるものを除く）２人

ウ 商学部から選出された者 若干人

② 委員会に委員長を置き、学部長をもって充てる。

③ 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意見

を聴くことができる。

３ 自己点検・評価の実施

（１）自己点検・評価は、教育の質保証要項４（４）の事項について行う。

（２）関係者からの意見聴取

  次に掲げる関係者から意見聴取を実施し、自己点検・評価に活用する。

① 学生による授業評価アンケート（毎年度）

② 卒業生に対するアンケート（少なくとも２年に１度）

４ その他

この要項の実施にあたって必要な事項は、委員会において別途定める。
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一橋大学大学院経営管理研究科における教育の質保証に関する要項 

 
令和２年 12月２日 

改正 令和３年６月２日 
経営管理研究科教授会 

 
 
１ 趣旨 
  この要項は、一橋大学における教育の質保証に関する要項（以下「教育の質

保証要項」という。）に基づく大学院経営管理研究科における教育の質の保証

に関する体制や活動について必要な事項を定める。 
 
２ 教育の質保証に係る体制 
 （１）大学院経営管理研究科における教育の質保証の責任者は、研究科長とす

る。 
 （２）大学院経営管理研究科における教育の質保証活動の中核となり、自己点

検・評価の実施及びその結果を踏まえた対応措置・実施計画の策定を行う

組織として、大学院経営管理研究科自己評価委員会を置く。 
 （３）大学院経営管理研究科自己評価委員会の組織 
   ① 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 
    ア 経営管理研究科長 
    イ 経営管理専攻長 

ウ 国際企業戦略専攻長 
エ 経営管理研究科教育研究評議員（前３号に掲げるものを除く）２人 
オ 経営管理専攻から選出された者 若干人 
カ 国際企業戦略専攻から選出された者 若干人 

   ② 委員会に委員長を置き、経営管理研究科長をもって充てる。 
   ③ 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意見

を聴くことができる。 
 
３ 自己点検・評価の実施 
（１）大学院経営管理研究科における自己点検・評価は、専攻ごとに実施し、

学位プログラムごとに分析することを基本とする。 
（２）自己点検・評価は、教育の質保証要項４（４）の事項について行う。 

 （３）関係者からの意見聴取 
  次に掲げる関係者から意見聴取を実施し、自己点検・評価に活用する。 
   ① 学生による授業評価アンケート（毎年度） 
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   ② 卒業生に対するアンケート（少なくとも２年に１度） 
 
４ その他 

この要項の実施にあたって必要な事項は、委員会において別途定める。 
 
 
 



一橋大学経済学部・経済学研究科における教育の質保証に関する要項

令和２年１１月１１日

経済学研究科教授会

改正 令和３年５月１９日

改正 令和４年１月１２日

１ 趣旨

  この要項は、一橋大学における教育の質保証に関する要項（以下「教育の質保証要項」

という。）に基づく一橋大学経済学部・経済学研究科（以下「経済学部・研究科」という。）

における教育の質の保証に関する体制や活動について必要な事項を定める。

２ 教育の質保証に係る体制

（１）経済学部・研究科における教育の質保証の責任者は、経済学部長・経済学研究科長

とする。

（２）経済学部・研究科における教育の質保証活動の中核となり、自己点検・評価の実施

及びその結果を踏まえた対応措置・実施計画の策定を統括する組織は、経済学研究科

評価委員会（以下「評価委員会」という。）とする。

３ 自己点検・評価の実施

（１）経済学部・研究科における自己点検・評価は、学位プログラムごとに実施する。

（２）自己点検・評価は、教育の質保証要項４（４）の事項その他評価委員会が必要であ

ると定めた事項について行う。

４ 関係者からの意見聴取

  評価委員会は、次に掲げる意見聴取を実施し、自己点検・評価に活用する。

ア 学生による授業評価アンケート（毎年度）

イ 卒業生に対するアンケート（少なくとも２年に１度）

５ その他

この要項に定めるもののほか、この要項の実施にあたって必要な事項は、評価委員会に

おいて別途定める。
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一橋大学法学部及び法学研究科における教育の質保証に関する要項 

 

令和２年 11 月 12 日 

法学部教授会 

法学研究科教授会 

改正 令和３年５月 20 日 

改正 令和３年 12 月９日 

改正 令和４年１月 27 日 

 

１ 趣旨 

この要項は、一橋大学における教育の質保証に関する要項（以下「教育の質保証要項」と

いう。）に基づく一橋大学法学部及び法学研究科（以下「法学部・研究科」という。）におけ

る教育の質の保証に関する体制や活動について必要な事項を定める。 

 

２ 教育の質保証に係る体制 

（１）法学部・研究科における教育の質保証の責任者は、法学研究科長（法学部長）とする。 

（２）法学部・研究科における教育の質保証活動の中核となり、自己点検・評価の実施及び

その結果を踏まえた対応措置・実施計画の策定を行う組織として、法学部・法学研究科

自己評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（３）法学研究科法務専攻に係る教育の質保証に関する自己点検・評価を行う組織として、

委員会に専門部会を置き、専門部会について必要な事項は、別に定める。 

 

３ 法学部・法学研究科自己評価委員会 

（１）委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

一 法学研究科長（法学部長） 

二 法科大学院長 

三 教育研究評議員 ３人 

四 大学院教育専門委員 ２人 

五 学士課程教育専門委員 ２人 

（２）委員会に委員長を置き、法学研究科長（法学部長）をもって充てる。 

（３）委員長が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことがで

きる。 

 

４ 自己点検・評価の実施 

（１）法学部・研究科における自己点検・評価は、学位プログラムごとに実施する。 

（２）自己点検・評価は、教育の質保証要項４（４）の事項その他委員会が必要であると定め

た事項について行う。 

 

５ 関係者からの意見聴取 

委員会は、次に掲げる意見聴取を実施し、自己点検・評価に活用するものとする。 

一 学生による授業評価アンケート（毎年度） 
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二 卒業生に対するアンケート（少なくとも２年に１度） 

 

６ その他 

この要項に定めるもののほか、必要な事項は、委員会が別に定める。 



一橋大学社会学部及び社会学研究科における教育の質保証に関する要項 

 

2020年11月11日 

社会学部・社会学研究科教授会 

 

改正 2021年５月19日 

 

 

１ 趣旨 

  この要項は、一橋大学における教育の質保証に関する要項（以下「教育の質

保証要項」という。）に基づく一橋大学社会学部及び社会学研究科（以下「社

会学部・研究科」という。）における教育の質の保証に関する体制や活動につ

いて必要な事項を定める。 

 

２ 教育の質保証に係る体制 

 （１）社会学部・研究科における教育の質保証の責任者は、社会学部長・社会

学研究科長とする。 

 （２）社会学部・研究科における教育の質保証活動の中核となり、自己点検・

評価の実施及びその結果を踏まえた対応措置・実施計画の策定を行う組

織は、社会学部・社会学研究科評価委員会（以下「評価委員会」という。）

とする。 

 

３ 自己点検・評価の実施 

（１）社会学部・研究科における自己点検・評価は、学位プログラムごとに実

施する。 

（２）自己点検・評価は、教育の質保証要項４（４）の事項その他評価委員会

が必要であると定めた事項について行う。 

 

４ 関係者からの意見聴取 

評価委員会は、次に掲げる意見聴取を実施し、自己点検・評価に活用する。 

ア 学生による授業評価アンケート（毎年度） 

イ 卒業生に対するアンケート（少なくとも２年に１度） 

 

５ その他 

この要項に定めるもののほか、この要項の実施にあたって必要な事項は、評

価委員会において別途定める。 



一橋大学言語社会研究科における教育の質保証に関する要項 

 
令和２年 11 月 11 日 

大学院言語社会研究科教授会 
改正：令和３年５月 19 日 

 
1. 趣旨 この要項は、一橋大学における教育の質保証に関する要項に基づく一橋大学大学

院言語社会研究科（以下「言語社会研究科」という。）における教育の質の保証に関する
体制や活動について必要な事項を定める。 

2. 教育の質保証に係る体制 
（１） 言語社会研究科における教育の質保証の責任者は、研究科長とする。 
（２） 言語社会研究科における教育の質保証活動の中核となり、自己点検・評価の実施及

びその結果を踏まえた対応措置・実施計画の策定を行う組織は、言語社会研究科運
営委員会（以下「運営委員会」という。）とする。 

３．自己点検・評価の実施 
（１）言語社会研究科における自己点検・評価は、部門ごとに実施する。 
（２）自己点検・評価は、教育の質保証要項４（４）の事項について行う。 
（３）自己点検・評価を実施するにあたっては、次に掲げる意見聴取の結果を活用すること
とする。 
 ア 学生による授業評価アンケート（毎年度） 
 イ 卒業生に対するアンケート（少なくとも２年に１度） 
4．教育委員会への共有 
 上記 3において言語社会研究科が実施する自己点検・評価は、その計画、実施、結果につ
いて教育委員会へ共有する。 
 
5．その他 
 この要項の実施にあたって必要な事項は、運営委員会において別途定める。 
 



一橋大学ソーシャル・データサイエンス学部及びソーシャル・ 

データサイエンス研究科における教育の質保証に関する要項 

 

令和５年４月 12日 

ソーシャル・データサイエンス学部教授会 

ソーシャル・データサイエンス研究科教授会 

 

１ 趣旨 

  この要項は、一橋大学における教育の質保証に関する要項（以下「教育の質

保証要項」という。）に基づく一橋大学ソーシャル・データサイエンス学部及

びソーシャル・データサイエンス研究科（以下「ソーシャル・データサイエン

ス学部・研究科」という。）における教育の質の保証に関する体制や活動につ

いて必要な事項を定める。 

 

２ 教育の質保証に係る体制 

 （１）ソーシャル・データサイエンス学部・研究科における教育の質保証の責

任者は、ソーシャル・データサイエンス研究科長（ソーシャル・データサ

イエンス学部長）とする。 

 （２）ソーシャル・データサイエンス学部・研究科における教育の質保証活動

の中核となり、自己点検・評価の実施及びその結果を踏まえた対応措置・

実施計画の策定を行う組織は、ソーシャル・データサイエンス学部・研究

科教授会（以下「教授会」という。）とする。 

 

３ 自己点検・評価の実施 

（１）ソーシャル・データサイエンス学部・研究科における自己点検・評価は、

学位プログラムごとに実施する。 

（２）自己点検・評価は、教育の質保証要項４（４）の事項について行う。 

 

４ 関係者からの意見聴取 

  教授会は、次に掲げる意見聴取を実施し、自己点検・評価に活用する。 

   一 学生による授業評価アンケート（毎年度） 

   二 卒業生に対するアンケート（少なくとも２年に１度） 

 

５ その他 

この要項に定めるもののほか、必要な事項は、教授会が別に定める。 



一橋大学国際・公共政策教育部における教育の質保証に関する要項

令和２年１１月１８日

  令和３年５月２６日一部改正

国際・公共政策教育部教授会

１ 趣旨

  この要項は、一橋大学における教育の質保証に関する要項（以下「教育の質保証要項」

という。）に基づく一橋大学国際・公共政策教育部（以下「国際・公共政策教育部」とい

う。）における教育の質の保証に関する体制や活動について必要な事項を定める。

２ 教育の質保証に係る体制

（１）国際・公共政策教育部における教育の質保証の責任者は、国際・公共政策教育部長

とする。

（２）国際・公共政策教育部における教育の質保証活動の中核となり、自己点検・評価の

実施及びその結果を踏まえた対応措置・実施計画の策定を統括する組織は、評価委員

会とする。

３ 自己点検・評価の実施

国際・公共政策教育部における自己点検・評価は、プログラムごとに以下の項目ごと

に実施する。

(1) 学位授与の方針において、学生が身に付けるべき資質・能力の目標を具体的かつ

明確に示せているか。

(2) 教育課程編成・実施の方針が、学位授与の方針と整合性をもっており、教育課程編

成・ 実施の方針、当該学位プログラムにおける学習方法、学習過程、学習成果の

評価の方針を 具体的に示せているか。

(3) 教育課程の編成及び授業科目の内容が、学位授与の方針及び教育課程編成・実施の

方針に則し、授与する学位に付記する分野と整合的であるとともに体系的であり、 

かつ相応しい水準であるか。

(4) 適切な授業形態、学修指導の方法が採用されていることについて、主としてシラバ

スの記載内容、履修登録科目に関する単位の上限の設定（CAP制）等について、適

切であるか。 

(5) 学位授与の方針を参照しつつガイダンスが実施され、学生のニーズに則した履修

指導や 学修相談の体制が整備されているか。

また、特別な支援を行うことが必要と考えられる学生を受け入れている場合の学

修支援の実施状況が適切であるか。

(6) 教育課程編成・実施の方針に基づいて、成績評価基準を学生に周知しており、その
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基準に従って成績評価、単位認定を実施しているか。 

さらに、厳格かつ客観的な成績 評価を実施するため、成績評価の適切性の確認や

異議申し立ての仕組みを組織的に設けているか。 

 (7) 学位授与の方針に則して修了の要件が策定され、評価の基準が明確であり、それら 

が学生に周知され、修了の認定が適切に行われているか。 

 (8) 修了時の状況、並びに修了後一定期間経過後における関係者への調査の状況など、

学修成果の状況を把握する取組の結果に基づき、学位授与方針に明示する学習成果

が上がっているか。 

 
４ 関係者からの意見聴取 
   次に掲げる意見聴取を実施し、自己点検・評価に活用する。 
   ・学生による授業評価アンケート（毎年度） 
   ・修了生に対するアンケート（毎年度） 
 
５ 評価を踏まえた改善 

評価委員会は、評価内容を踏まえ、カリキュラム委員会での教育プログラムの改善を

提言する。 
カリキュラム委員会は、評価委員会での評価を踏まえて、教育プログラムの改善計画

の策定を行う。 
   カリキュラム委員会は、策定した改善計画に基づき、教育プログラムの実施を行う。 

 
６ その他 

この要項の実施にあたって必要な事項は、評価委員会において別途定める。 
 

2



1 

一橋大学における入学者選抜に関する自己点検・評価実施要項 

 

令和３年２月３日 

教育委員会 

 

１ 趣旨 

この要項は、一橋大学における内部質保証に関する基本方針に基づく一橋大学（以

下「本学」という。）における入学者選抜に関する自己点検・評価の実施に関して必

要な事項を定める。 

 

２ 自己点検・評価の実施 

(1) 実施主体 

入学者選抜に関する自己点検評価は、教育委員会において実施する。 

(2) 実施時期 

毎年度 

 

３ 自己点検・評価の項目 

自己点検・評価の項目は、次のとおりとする。 

① 入学者受入方針に即した入学者選抜の実施方法 

② 入学者選抜の実施状況 

③ 志願者の状況 

④ 実入学者の状況 

⑤ 上記のほか、必要と認められる事項 

 

４ 関係者等からの意見聴取 

必要に応じて、関係者や学外者等から意見聴取を実施し、その結果を自己点検・

評価に活用する。 

 

５ 改善・向上 

(1) 教育委員会においては、自己点検・評価を実施し、その結果を自己点検・評価

及び改善・向上の責任者である教育委員会委員長（以下、「責任者」という。）に

報告する。 

(2) 責任者は、自己点検・評価の結果、改善が必要と認められた事項について、対

応措置や実施計画などを検討し、その結果について、教育委員会に報告する。 

(3) 教育委員会は、自己点検・評価及び改善・向上の責任者の指示に基づき前項の

実施計画を実施するとともに、その進捗状況を責任者に報告する。 

(4) 責任者は、その結果を必要に応じて一橋大学における内部質保証に関する基本

方針に定める総括責任者に報告する。 
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６ その他 

この要項の実施にあたって必要な事項は、教育委員会において別途定める。 

 



一橋大学における学生支援に関する自己点検・評価実施要項

令和２年１１月１８日

学生委員会

改正 令和３年４月２１日

１ 趣旨

  この要項は、一橋大学における内部質保証に関する基本方針に基づく一橋

大学（以下「本学」という。）における学生支援に関する自己点検・評価の実

施に関して必要な事項を定める。

２ 自己点検・評価の実施

（１）実施目的

この要項は、学生支援全般の状況に関する点検・評価を実施することによ

り、本学学生の充実した学生生活を支援することを目的とする。

（２）実施主体

学生委員会は、国際教育交流センター、学生支援センター及び保健センタ

ーと連携して、学生支援全般の状況に関する自己点検・評価を実施する。

（３）実施時期

毎年度

３ 自己点検・評価の項目

前項の自己点検・評価の項目は、次の通りとする。

１）学生の経済に関する支援の状況

２）学生の健康に関する支援の状況

３）学生の就職等進路に関する支援の状況

４）学生相談に関する支援の状況

５）障がいのある学生に関する支援の状況

６）学生寮の管理運営の状況

７）その他必要と認められる事項

４ 関係者からの意見聴取

 学生委員会は、必要に応じて学内関係者からの各種報告、及び学生生活実態

調査の結果を、自己点検・評価に活用する。
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５ 改善・向上 
（１）学生委員会は、自己点検・評価の結果を本学の内部質保証体制における

担当別責任者（以下「担当別責任者」という。）に報告する。 
（２）学生委員会は、担当別責任者の指示に基づき必要な措置を講じ、遅滞な

く担当別責任者に報告する。 
 
６ その他 

この要項の実施にあたって必要な事項は、学生委員会において別途定める。 
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一橋大学における施設及び設備に関する自己点検・評価実施要項 

 

令和２年１１月１８日 

施設マネジメント委員会 

 

改正 令和４年１月７日 

令和６年 11月 29日 

 

１．趣旨 

この要項は、一橋大学における内部質保証に関する基本方針に基づく一橋大学（以下「本学」とい

う。）における施設及び設備に関する自己点検・評価の実施に関して必要な事項を定める。 

 

２．自己点検・評価の実施 

（１）自己点検・評価の対象 

本学におけるすべての施設及び設備 

（２）実施主体 

施設マネジメント委員会 

（３）実施頻度 

原則として、施設及び設備の計画及び整備並びに有効活用については３年に１回、施設及び設備

の維持管理については毎年度実施する。 

その他、施設マネジメント委員会が必要と認める場合に実施する。 

 

３．自己点検・評価の項目 

（１）施設及び設備の計画及び整備に関すること。 

（２）施設及び設備の有効活用に関すること。 

（３）施設及び設備の維持管理に関すること。 

（４）その他必要と認められる事項 

 

４．関係者からの意見聴取等 

施設マネジメント委員会は、必要に応じて学生については学生生活実態調査結果、教職員については

衛生管理者による巡視の報告等を自己点検・評価に活用する。 

 

５．改善・向上 

（１）施設マネジメント委員会は、自己点検・評価の結果、改善が必要と認められた事項について、対

応措置を検討し、実施計画を策定するとともに、担当別の自己点検・評価及び改善・向上の責任者

（以下「担当別責任者」という。）に報告する。 

（２）施設マネジメント委員会は、担当別責任者の指示に基づき前項の実施計画を実施するとともに、

その進捗状況を担当別責任者に報告する。 

 

６．その他 

この要項の実施にあたって必要な事項は、施設マネジメント委員会において別に定める。 



一橋大学における ICT 環境に関する自己点検・評価実施要項 

 
令 和 6 年 1 2 月 2 4  日 
情報基盤センター専門委員会  

 
１．趣旨 

この要項では、一橋大学における内部質保証に関する基本方針に基づいて、一橋大学（以下「本

学」という。）の ICT 環境に関する自己点検・評価を実施するにあたって必要な事項を定める。 

 
２． 自己点検・評価の実施 

（1） 自己点検・評価の対象 
本学における ICT 環境 

（2） 実施主体 
情報基盤センター専門委員会 

（3） 実施頻度 
毎年度 

 
３．自己点検・評価の項目  

（1） 学内 LAN の整備状況 
（2） コンピュータやシステムの整備・運用状況 
（3） 教育への活用状況 
（4） サイバーセキュリティに関する取組み 
（5） その他必要と認められる事項 

 
４．関係者からの意見聴取等 

情報基盤センター専門委員会は、必要に応じて学内関係者からの各種報告や授業と学習に関す

るアンケートの結果を、自己点検・評価に活用する。 

 
５．改善・向上 

（1） 情報基盤センター専門委員会は、自己点検・評価の結果、改善が必要と認められた事項につ

いて、対応措置を検討し、実施計画を策定するとともに、担当別の自己点検・評価及び改善・

向上の責任者（以下「担当別責任者」という。）に報告する。 
（2） 情報基盤センター専門委員会は、担当別責任者の指示に基づき前項の実施計画を実施する

とともに、その進捗状況を担当別責任者に報告する。 

 
６．その他 

この要項の実施にあたって必要な事項は、情報基盤センター専門委員会において別に定める。 



一橋大学における附属図書館に関する自己点検・評価実施要項 

 

令和６年 9月 25日 

附属図書館委員会 

 

 

１．趣旨 

この要項は、一橋大学における内部質保証に関する基本方針に基づく一橋大学における附属図書館

に関する自己点検・評価の実施に関して必要な事項を定める。 

 

２．自己点検・評価の実施 

（１）自己点検・評価の対象 

附属図書館の運営状況 

（２）実施主体 

附属図書館委員会 

（３）実施頻度 

毎年度 

 

３．自己点検・評価の項目 

（１）学術資料の整備状況 

（２）附属図書館の利用状況 

（３）附属図書館の施設及び設備の整備状況 

（４）その他必要と認められる事項 

 

４．関係者からの意見聴取等 

附属図書館委員会は、必要に応じて関係者（学生、卒業生等）からの意見聴取等を実施し、自己点検・

評価に活用する。 

 

５．改善・向上 

（１）附属図書館委員会は、自己点検・評価の結果、改善が必要と認められた事項について、対応措置

を検討し、実施計画を策定するとともに、担当別の自己点検・評価及び改善・向上の責任者（以下

「担当別責任者」という。）に報告する。 

（２）附属図書館委員会は、担当別責任者の指示に基づき前項の実施計画を実施するとともに、その進

捗状況を担当別責任者に報告する。 

 

６．その他 

この要項の実施にあたって必要な事項は、附属図書館委員会において別に定める。 
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